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古典ギリシャ語の統語論上および構文上の特性について

竹島俊之

ゲルマン語の最古の文献はウルフィラ (311-383)によって翻訳されたゴー

ト語訳新約聖書である。この日語では定動詞句においてギリシャ請と riiJじよ

うに人称代名詞主格は用いられていない。ところが 9世紀後半に占両地ドイ

ツ語に飼訳された新約聖書の Tatlanでは定動詞句において弱まった人称語尾

に代わって人称代名詞の主僚がほぼ規則的に使われていることを説 UIJし、こ

のことより定動詞句において人総代名詞主絡を使うことは憎めてゲルマン括

的特徴であることを主張した。

ドイツ詩文法では、統語論上の定動詞句内の語順規則に関しては、動計jの

位置だけが問mとされる。すなわち、疑問を表す場合には、動示lは句頭であ
る。 Gehst du heute ins Kino?く今日映画へ行く?>、主節では動討は二

番目に置かれる。 Ja，heuteg旦h豆 ichins Kino.くうん、行くよ〉、従属節

では動詞は最後に置かれる。 1chwciB，daβsic rnit dern F・reund ins Kino 

星空星空旦亘豆旦主st.く知ってるよ、ボーイフレンドと映画に行ってることくらい〉

これは、ドイツ請が印欧語の古い統諸規則;をしっかりと保持している、と

みなすことができる、と主張した。すなわち、古典ギリシャ語の定動詞句の

中では主語となる人称代名詞主格が用いられない結果、動詞の位置は結合価

という観点からみると句頭、句中、缶j末の三つに限定される o

句頭 δ品。曲 lJtTOI ayλαa dwpα. Il 589 

君に立派な贈り物をあげよう

句中 uol 叩 OT{Pω 並立旦 xpuuεIOV aλElUOV. 'r 50 

君には真っ先に金の杯を献じよう

句末 Ta雪 μEν01 Il益立旦 1 131 

彼女たちを彼に贈ろう
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人物1代名詞の主絡が mいられと工い結果、行為項の段大 illI3例をとる動詞の
場合でも変異 Jtjは 3であり、ぞれから生ずるヴァリエーションはわずかに 6

である。それに対して人称代名詞の主絡を用いると、変異項は 4となり、そ

れから生ずる定動詞七]のヴァリエーシヨンは 24である。このことから、第

ー行為項が主語として顕庄化しないことと、語 J慣の臼 rlfさとは表裏一体の関

係にあると主張した o

次に構文論仁の説明に入り、ドイツ語では、 Sto knnn flieBend Deutsch 

spr-eehen.く彼女は流暢にドイツ請が話せる〉のように、 連鎖詞は補語とな

る不定詞旬の前に置かれ、その不定詞句においては動詞を辰後に置く語l眠を

非常に闘い構文規則lとしているが、この点でも古典ギリシャ認において明ら

かにそれを構文論上の基本構文と捉えることができる印欧語の古い構文構造

をドイツ語は今もなおしっかりと保持している、と主張した。

βOV λοfμην δ av Eyw YE κα 1iλYEα πoλλ主 μo了時σαc y 232 

ollCallE T ill王位四ょ κα voστtμoν 奇μαp u白血1・
たとえ沢山の困難に遭おうとも、家に帰り、帰国の日を見ることを私は望

むだろう。

(この研究発表の内容は『古川守先生御退官記念言語学論集』に「古典ギリ

シャ語の統語論仁及び構文論上の特性について-110κ(Tνくと思われる〉の用

例の分析に基づいて J という論文にまとめて掲載する予定です)
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